
４月18日�
第1938号�

平成16年�

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます

● 鳥屋野子育て支援センターがオープン
● 新潟駅前は自転車等放置禁止区域です
● 4/23から“こどもの読書週間”

地域保健福祉センター

市役所・保健所�228-1000（代表）
市急患診療センター …232－1199
休日急患歯科診療センター …283－3030
水　　　道　　　局 …266－9311
災害時の問い合わせ …226－5656

北
中
東
石山

259‐7332
273‐9932
243‐5312
286‐4450

南
中央
坂井輪
西
黒埼

285‐2373
266‐5172
260‐3255
262‐3405
377‐2110

電 話 案 内

市ホームページ
http://www.city.niigata.niigata.jp
※ホームページアドレスの末尾に/mail/index2.html
をつけると各課のアドレスが検索できます
市モバイル情報（携帯端末対応）
http://www.city.niigata.niigata.jp/i

政
令
市
と
い
う
大

き
な
キ
ャ
ン
バ
ス

に
新
た
な
都
市
像

を
描
き
ま
す�

！�

�合併市町村の一体感醸成

日時 ４月29日午前10時半～11時半
内容 廃材を利用した工作
対象 幼児先着20人
申し込み 同館（�279-2113）へ　
※月曜休館。幼児は保護者同伴

こども創作活動館 わくわく工作

日時 きょう18日午前９時～午後４時
問い合わせ 同センター（�286-1034）へ
※駐車場に限りがあるため、できるだけ
公共交通機関をご利用ください

園芸センター 春の園芸フェア

掲載内容 本市と合併予定市町村の花の
見ごろ・見どころ
配布場所 市役所本館・第１分館、黒埼
支所、地区事務所、連絡所、公民館、ほか
問い合わせ 市都市緑化推進協会（�23
2-7400）へ

「花のみごろＭＡＰ」を配布

日
時

４
月
２８
日
午
後
７
時
半
〜
８
時
半

内
容

春
の
星
・
星
座
の
話
と
観
察

対
象

小
学
生
以
上
先
着
５０
人
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

中
学
生
は
２
人
以
上
で
参
加
）

申
し
込
み

同
セ
ン
タ
ー
（
�
２
２
２
・
７
４
０
０
）
へ

※
雨
天
決
行

市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

春
の
天
文
教
室

来
年
３
月
21
日
の
合
併
に

向
け
て
、
各
種
事
務
事
業
の

調
整
な
ど
と
と
も
に
、
合
併

関
係
市
町
村
の
一
体
感
醸
成

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

４
月
か
ら
、
市
立
図
書
館

の
図
書
サ
ー
ビ
ス
を
、
合
併

市
町
村
の
住
民
に
拡
大
し
ま

し
た
（
詳
し
く
は
本
紙
６
面

に
掲
載
）。

小
学
５
年
生
を
り
ゅ
ー
と

ぴ
あ
に
招
待
す
る
「
わ
く
わ

く
キ
ッ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
観
戦
招
待
、
サ
ッ

カ
ー
教
室
、
に
い
が
た
市
民

文
学
（
本
紙
５
面
に
掲
載
）

な
ど
の
対
象
も
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
魅
力
と
特

性
を
生
か
し
た
交
流
を
促
進

す
る
た
め
、
新
た
に
信
濃
川

と
阿
賀
野
川
の
流
域
連
携
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
ほ
か
、

前
回
に
引
き
続
き
、
11
月
の

「
新
潟
フ
ェ
ス
タ
」
や
来
年

２
月
の
「
に
い
が
た

冬
・

食
の
陣

当
日
座
」
で
各
地

域
の
伝
統
芸
能
や
特
産
物
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

「
も
の
づ
く
り
・
技
づ
く

り
職
場
体
験
事
業
」
の
参
加

者
と
協
力
事
業
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
求
職
中
の
若
者

に
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
技

能
職
の
大
切
さ
、
面
白
さ
を

実
感
し
て
も
ら
い
、
本
市
の

技
能
職
場
の
振
興
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
実
施
す
る
も
の

で
す
。

漆
器
づ
く
り
の
体
験
を
し

て
い
る
小
野
塚
寛
司
さ
ん
＝

写
真
＝
は
、「
も
の
を
つ
く

る
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
た
の

で
、
楽
し
ん
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
、
受
け
入

れ
先
の
布
川
銀
二
さ
ん
は
、

「
こ
う
い
う
機
会
を
通
じ
て

若
い
人
に
興
味
を
も
っ
て
も

ら
い
、
技
術
を
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

体
験
で
き
る
技
能
職
場

建

築
大
工
、
板
金
、
塗
装
、
電

気
工
事
、
建
具
、
左
官
、
タ

イ
ル
、
表
具
内
装
、
造
園
、

て
い
る
人
。
希
望
す
る

職
種
の
職
場
と
調
整

後
、
約
３
カ
月
間
体
験

活
動
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
体
験
日
数
１
日
に

つ
き
３
０
０
０
円
の
奨

励
金
が
出
ま
す

協
力
事
業
者

体
験
希

望
者
を
受
け
入
れ
、
職

場
体
験
指
導
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。
１
カ
月
に

つ
き
５
万
円
の
謝
礼
金

（
受
け
入
れ
人
数
が
複

鉄
筋
、
配
管
、
畳
、
貴
金
属

装
身
具
製
作
、
伝
統
工
芸
（
漆

塗
り
ほ
か
）
な
ど
か
ら
一
つ

体
験
希
望
者

市
内
在
住
の

30
歳
未
満
で
求
職
活
動
を
し

数
の
場
合
も
同
額
）
が
出
ま
す

問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課

雇
用
対
策
室
（
�
内
線
２
５

３
２
）
へ

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

に
ち
な
み
、
前
日
の
２
日
に

「
憲
法
記
念
市
民
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
市

民
生
活
と
憲
法
〜
わ
か
り
や

す
い
憲
法
の
話
」。
池
上
彰

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
憲
法

に
つ
い
て
ど
う
考
え
れ
ば
い

い
の
か
、
分
か
り
や
す
く
、

や
さ
し
く
、
楽
し
く
考
え
て

い
き
ま
す
。

日
時

５
月
２
日
午
後
１
時

半
〜
３
時
15
分

会
場

市
民
プ
ラ
ザ
（
N
E

X
T
21
・
６
階
）

内
容

講
演
「
世
界
地
図
か

他
の
都
道
府
県
で
発
生
し

て
い
る
回
転
式
遊
具
に
よ
る

負
傷
事
故
を
受
け
、
市
で
は

ら
日
本
を
見
て
み
よ
う
〜
憲

法
を
考
え
る
」
池
上
彰
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
「
週
刊
こ
ど
も
ニ
ュ
ー

ス
」
お
父
さ
ん
役
）

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場

へ問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
�

内
線
２
１
１
４
）
へ
　
※
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

公
園
、
市
営
住
宅
、
市
立
の

学
校
と
保
育
園
に
設
置
し
て

い
る
す
べ
て
の
回
転
式
遊
具

の
安
全
点
検
を
行
っ
て
い
ま

す
。公

園
と
市
営
住
宅
に
設
置

し
て
い
る
遊
具
は
、
安
全
が

確
認
さ
れ
た
も
の
か
ら
使
用

を
再
開
し
て
い
ま
す
。

学
校
や
保
育
園
に
設
置
し

て
い
る
遊
具
は
、
管
理
者
の

安
全
指
導
の
下
で
引
き
続
き

使
用
し
ま
す
。

技
能
職
の
大
切
さ
を
学
べ
る

も
の
づ
く
り
・
技
づ
く
り
職
場
体
験

観 光 循 環 バ ス観 光 循 環 バ ス観 光 循 環 バ ス
4 月 24 日 か ら 通 年 運 行4 月 24 日 か ら 通 年 運 行4 月 24 日 か ら 通 年 運 行

４
月
24
日
か
ら
、
新
潟
駅
を
発
着
点
と
し
て
市
内
中
心
部
の
観
光
施
設
な

ど
を
結
ぶ
、
観
光
循
環
バ
ス
を
通
年
で
運
行
し
ま
す
。
昨
年
度
行
っ
た
試
験

運
行
の
結
果
を
基
に
停
留
所
の
見
直
し
や
増
便
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
低
床
バ

ス
を
導
入
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

運
行
ル
ー
ト
は
１
周
約

13
・
８
�
。
バ
ス
は
新
潟
駅

か
ら
朱
鷺
メ
ッ
セ
、
み
な
と

ぴ
あ
、
市
美
術
館
、
マ
リ
ン

ピ
ア
日
本
海
、
白
山
公
園
な

ど
を
経
由
し
て
新
潟
駅
に
戻

る
朱
鷺
メ
ッ
セ
先
回
り
便

と
、
そ
の
逆
を
回
る
白
山
公

園
先
回
り
便
の
計
２
台
で
、

夏
期
は
バ
ス
の
台
数
を
増
や

し
ま
す
。

バ
ス
の
車
両
デ
ザ
イ
ン
に

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
本
市

出
身
の
漫
画
家
、
水
島
新
司

さ
ん
と
高
橋
留
美
子
さ
ん
の

マ
ン
ガ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活

用
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
気
作
品

名
を
愛
称
と
し
た
「
ド
カ
ベ

ン
号
」、「
犬い

ぬ

夜や

叉し
ゃ

号
」
が
市
内

を
巡
り
ま
す
。
停
留
所
に
は
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
目
印
と
し

た
バ
ス
停
を
設
置
し
ま
す
。

バ
ス
の
運
行
は
新
潟
交
通

が
行
い
、
運
行
経
費
と
運
賃

収
入
の
差
額
を
市
が
補
助
し

ま
す
。

な
お
、
４
月
24
日
の
運
行

初
日
は
水
島
新
司
さ
ん
を
迎

「
文
化
と
歴
史
に
触
れ
る

施
設
探
訪
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

観
光
循
環
バ
ス
を
利
用
し

て
、
市
の
文
化
施
設
３
館
を

訪
れ
、
職
員
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
見
学
。
文
化
施
設
へ

の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も

ら
い
ま
す
。

日
時

５
月
12
・
13
日
、
６

月
22
・
23
日
午
前
９
時
〜
午

後
１
時

集
合
場
所

新
潟
駅
前

コ
ー
ス

市
會
津
八
一
記
念

館
、
市
美
術
館
、
み
な
と
ぴ

あ
（
市
美
術
館
・
み
な
と
ぴ

あ
は
常
設
展
示
を
見
学
）

定
員

各
日
10
人

参
加
費

一
般
１
３
０
０

円
、
大
学
生
１
０
１
０
円
、

高
校
生
９
３
０
円
、
中
学
生

７
３
０
円
、
小
学
生
４
８
０

円申
し
込
み

４
月
22
日
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
参
加
費
の
区
分
を

記
入
し
、
〒
９
５
１
・
８
５

５
０
、
文
化
振
興
課
（
�
内

線
２
１
５
５
）
へ
　

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
。

12
月
ま
で
毎
月
２
回
開
催
予

定

え
て
、
新
潟
駅
万
代
口
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
出
発
式
を
行

い
、
午
前
10
時
始
発
と
な
り

ま
す
。

４
月
24
日
〜
７
月
24
日
の
運

行
時
間
（
新
潟
駅
万
代
口
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
13
番
線
発
。

各
８
便
運
行
）

白
山
公
園
先
回
り
便
（
ド
カ

ベ
ン
号
）
…
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
の
毎
時
00
分
発

朱
鷺
メ
ッ
セ
先
回
り
便
（
犬

夜
叉
号
）
…
午
前
９
時
半
〜

午
後
４
時
半
の
毎
時
30
分
発

※
初
日
は
午
前
10
時
始
発
。

両
便
と
も
１
周
約
１
時
間

運
賃

大
人
１
８
０
円
・
子

ど
も
90
円
、
１
日
乗
車
券

（
循
環
バ
ス
に
限
り
１
日
乗

り
放
題
。
マ
リ
ン
ピ
ア
日
本

海
・
市
美
術
館
・
み
な
と
ぴ

あ
な
ど
の
観
光
施
設
の
割
引

特
典
付
き
）
…
大
人
５
０
０

円
、
子
ど
も
２
５
０
円

※
新
潟
駅
前
・
バ
ス
セ
ン

タ
ー
・
古
町
の
新
潟
交
通
案

内
所
や
割
引
対
象
施
設
な
ど

で
販
売

問
い
合
わ
せ

観
光
物
産
課

（
�
内
線
２
５
１
２
）
へ

観
光
循
環
バ
ス
で
巡
る

文
化
と
歴
史
に
触
れ
る
施
設
探
訪

憲
法
記
念
市
民
の
つ
ど
い�

池
上
彰
さ
ん（
　
　
　
　
　  

）が
講
演�

N
H
K
「
週
刊
こ
ど
も�

ニ
ュ
ー
ス
」
お
父
さ
ん
役�

昨年の観光循環バス。ことしは低床バスに合わせた新
たなデザインに変わる

公園などの回転式遊具

安全点検を実施


